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ウイルスなどが気管支内に入ると、
粘膜で覆われたせん毛がウイルスをキャッチし、
外へ押し出すように働きます。
しかし空気が乾燥していたり、水分補給が
十分にできていないと、鼻や喉の粘膜が乾燥し、
せん毛の働きが鈍くなります。
この働きを正常に保つためには、水分を補給し、
粘膜の潤いを保つことが大切です。
ウイルスは粘膜に付着してから、最速20分程度
で体内に侵入するといわれています。
そのため、20分に一回、水分を摂取することが
おすすめです。意識的に水分補給をして、
感染症の予防をしましょう。

感染症対策と
水分摂取

参考：教えて！かくれ脱水委員会
          「新型コロナ流行の今年、特に水分摂取が必要な理由とは？」

「こまめな水分補給」も
大事な感染症対策のひとつ！
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